
表１ 使用材料および実験条件 

 

金ナノ粒子を用いた工芸品の加飾プロセスの検討 

 

Decorative Process with Gold Nanoparticles for Crafts 

 

神林 駿 1)，笠原淳一 1)，坂梨直哉 1) 

指導教員 山口 貢 1) 

1)サレジオ工業高等専門学校機械電子工学科 表面処理研究室 

 

キーワード：金ナノ粒子・インクジェット印刷・工芸品・漆器・加飾技術 

 

１．緒 言 

工芸品の漆器を彩る伝統的な加飾技術として，

蒔絵や沈金などがある．これらの従来法では，多

くのノウハウ，熟練技術を必要とするため，製造

プロセスが比較的簡易なスクリーン印刷技術が普

及してきている１）．スクリーン印刷技術では，絹，

ナイロンなどで作製されたスクリーンを用い，対

象物にインクを転写することにより絵柄を形成す

る．この方法では大量生産により製造コストの削

減が可能であるが，絵柄を形成するための版（マ

スク）が必要になる． 

一方，近年では金属ナノ粒子を用いたインクジ

ェット印刷技術による機能性膜・配線形成法に関

する研究が注目されている２）．金属ナノ粒子は有

機保護剤に覆われた状態で溶媒中に分散されてい

るが，加熱により保護剤が脱離してナノ粒子同士

の部分融着が始まり，それが進行することで皮膜

が形成される．数～数十ナノサイズ粒子を主成分

とするナノ粒子分散液では，量子サイズ効果によ

る金属ナノ粒子の融点降下により，200 ℃以下で

の低温焼成が可能である３）．インクジェット印刷

技術では，金属ナノ粒子を含む分散液を必要な領

域のみに塗布できるため，マスクレスで直接絵柄

の描写が可能である． 

本研究では，工芸品の漆器などの装飾に用いら

れる金・銀を用いたプロセスについて，金属ナノ

粒子およびインクジェット印刷技術を用いた新し

い加飾技術の開発を目的とする．従来の木製漆器

に加えて，成形性，耐久性，メンテナンス性など

の理由から近年広く用いられている樹脂製の合成

漆器について，本プロセスにより加飾し，実用化

を検討する． 

物体の色は，可視域における物体の光学的特性

に大きく影響されるが４），金ナノ粒子膜は加熱に

よる有機保護剤の脱離過程で光学的特性が変化す

る．本報では，基礎的な検討として，焼成過程で

の金属ナノ粒子膜の外観変化および反射率を評価

した結果について報告する． 

２．実験方法 

表１に使用材料および実験条件を示す．本研究

では，硼珪酸ガラス基板上（□22，t0.12～0.17 mm）

に 20 µL の金ナノ粒子分散液を塗布し，スピンコ

ーター（2000 rpm×60s）を用いて一定膜厚（0.3 

µm）の薄膜を形成した．その後，ホットプレート

を用いて各種条件で熱処理を行った．金ナノ粒子

分散液には，ハリマ化成グループ株式会社製金ナ

ノ粒子ペースト（NPG-J）を用いた．金ナノ粒子

ペーストに含まれる金ナノ粒子の平均粒径は 7 

nm，含有率は 56 mass%であり，粘度は 7.9 mPa・



 

図１ 金ナノ粒子分散液 

 

 

図２ 熱処理後の金ナノ粒子膜外観： 

熱処理温度（a）100 ℃，（b）200 ℃ 

 

 

図３ 熱処理後の金ナノ粒子膜の反射率 

 

s である． 

金ナノ粒子膜の光学的特性は，日立製作所製分

光光度計（U-4100）を用い，可視・近赤外分光分

析により評価した． 

３．実験結果 

図１に熱処理前の金ナノ粒子分散液を示す．熱

処理前の分散液では，金ナノ粒子特有の赤色～暗

赤色を示す． 

図２に熱処理温度を変化させた場合の金ナノ粒

子膜外観を示す．図より，熱処理温度 100 ℃では

金ナノ粒子膜は黄緑色を示す．熱処理温度 200 ℃

では加熱により有機保護剤の脱離が進行しており，

バルク金と同様の黄金色を示す． 

図３に熱処理温度を変化させた場合の金ナノ粒

子膜の反射率を示す．熱処理温度 100 ℃では全領

域で反射率は低い．熱処理温度の増加に伴って反

射率は大きくなり，250 ℃以上で一定になる．金

ナノ粒子分散液に含まれるナフテン系溶媒の沸点

は 278 ℃であるため，熱処理温度 250 ℃付近では

溶媒が十分に揮発して金成分のみが残ることによ

り，反射率が一定になったものと考えられる． 

４．結 言 

焼成過程での金属ナノ粒子膜の外観変化および

光学的特性について評価を行った．金ナノ粒子膜

の反射率は熱処理温度の増加に伴って大きくなっ

た．熱処理温度 200 ℃以上の場合，金ナノ粒子膜

外観はバルク金と同様に黄金色を示し，装飾に適

していることが分かった． 
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